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ぼくじょうに行ったときに、すわっている牛がいました。さくのむこうに行って、ぎゅ
うっとできたらいいなって思ったので、牛をだきしめている絵をかきました。

　 令和５年度

「牛乳大好き！絵画コンクール」受賞作品



農
林
水
産
大
臣
賞
は

　

津
山
市　

吉
原
直
樹
さ
ん
の
愛
牛

グ
ラ
ン
デ
イ
ー
ル　

ナ
ツ
ト
ウ
マ
キ

　

10
月
12
日
、「
第
79
回
岡
山
県
畜
産
共

進
会
」
が
全
農
岡
山
県
本
部
総
合
家
畜
市

場
（
真
庭
市
草
加
部
）
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

晴
天
に
恵
ま
れ
暑
い
日
と
な
り
ま
し
た

が
、
和
牛
49
頭
（
若
雌
区
４
部
門
お
よ
び

経
産
牛
の
区
）、
乳
牛
62
頭
（
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
種
８
部
門
41
頭
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー
種
４

部
門
21
頭
）
が
出
品

さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
員
は（
一
社
）

ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
北

海
道　

道
東
事
業
所

次
長　

中
谷
英
世
氏

で
的
確
な
審
査
と
明

瞭
な
講
評
に
よ
り
円

滑
な
進
行
と
な
り
ま

し
た
。

　

栄
え
あ
る
農
林
水

産
大
臣
賞
に
は
ホ
ル

ス
タ
イ
ン
種
第
８
部

　

津
山
市　

吉
原
直

樹
さ
ん
の
愛
牛
「
グ

ラ
ン
デ
イ
ー
ル　

ナ

ツ
ト
ウ
マ
キ
」
が
輝

き
ま
し
た
。
ま
た
、

リ
ザ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
に
は
、
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
種
第
６
部　

真
庭
市　

㈲
長
恒
牧
場
さ
ん
の
愛
牛
「
ロ

ン
ゲ
ス
ト　

Ｔ
Ｍ
Ｆ　

タ
ト
ウ
ー　

ア
バ

ン
テ
イ
ー
」、
ジ
ャ
ー
ジ
ー
種
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
に
は
、
第
４
部　

真
庭
市　

㈲
万
庭

牧
場
さ
ん
の
愛
牛
「
ジ
ユ
リ
エ
ツ
タ　

カ

ジ
ノ　

フ
ラ
ワ
ー
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
出
品
牛
に
つ
い
て
は
、
骨
格
構

造
に
優
れ
、
乳
用
性
に
富
み
、
乳
器
に
パ

ワ
ー
の
あ
る
牛
が
多
く
出
品
さ
れ
、
非
常

に
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
乳
牛
が
揃
っ
て
い
る
と

総
評
さ
れ
ま
し
た
。

　

褒
賞
贈
呈
式
で
は
、
畜
産
功
労
者
と
し

て
組
合
員
か
ら
は
勝
央
町　

岸
本
美
加
さ

ん
、
真
庭
市　

丸
山
隆
史
さ
ん
・
弘
子
さ

ん
ご
夫
婦
に
知
事
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

最
後
に
本
大
会
開
催
に
あ
た
り
、
出
品

者
な
ら
び
に
関
係
者
各
位
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
、
ま
た
、
無
事
執
り
行

う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

（
事
務
局
）

グランドチャンピオン

審査員の中谷英世氏

審査風景
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第79回岡山県畜産共進会成績
ホルスタイン種　未経産牛各部優等賞首席

部 名　　　　　　　　　　号 生年月日 住　所 氏　　名

1 ロンゲスト　ビユーテイー　サマー　ローガン Ｒ06.01.02 真庭市 ㈲ 長 恒 牧 場

2 ロンゲスト　ＭＳ　ハクセル　リコライス Ｒ05.09.03 真庭市 ㈲ 長 恒 牧 場

3 ロンゲスト　キングスウエイ　Ｆ　チヨイス Ｒ05.06.18 真庭市 ㈲ 長 恒 牧 場

4 ＣＦ　ダビユーク　クラツシユ　レゼ　ＥＴ Ｒ04.12.16 岡山市 ㈱ 松 﨑 牧 場

ホルスタイン種　経産牛各部優等賞首席

部 名　　　　　　　　　　号 生年月日 住　所 氏　　名

5 ラツキーホン　クレイグ　Ｓ　チーフ　ロツジーナ Ｒ03.12.30 笠岡市 ㈱FarmLuckyhon

6 ロンゲスト　ＴＭＦ　タトウー　アバンテイー Ｒ02.10.06 真庭市 ㈲ 長 恒 牧 場

7 メルテイリツジ　ＦＳ　クラツシヤブル　アリー Ｒ02.05.19 笠岡市 ㈲ 希 望 園

8 グランデイール　ナツトウマキ Ｈ30.05.09 津山市 吉 原 直 樹

ジャージー種　未経産牛各部優等賞首席

部 名　　　　　　　　　　号 生年月日 住　所 氏　　名

1 カヤベ　バイオリン　キツドロツク　チエロ　ＥＴ Ｒ05.09.02 真庭市 （公財）中国四国酪農大学校

2 ポイントン　バンクロフト　ピテイオ Ｒ04.12.27 真庭市 ㈱ あ さ な べ 牧 場

ジャージー種　経産牛各部優等賞首席

部 名　　　　　　　　　　号 生年月日 住　所 氏　　名

3 プライズ　デユーイ　ジヨデイーズ Ｒ04.05.11 真庭市 蒜山ラッテバンビーノ

4 ジユリエツタ　カジノ　フラワー Ｒ03.08.12 真庭市 ㈲ 万 庭 牧 場
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ホルスタイン種第６部優等賞首席
ロンゲスト　ＴＭＦ　タトウー　アバンテイー

真庭市　㈲長恒牧場

ホルスタイン種第５部優等賞首席
ラツキーホン　クレイグ　Ｓ　チーフ　ロツジーナ

笠岡市　㈱FarmLuckyhon

ホルスタイン種第２部優等賞首席
ロンゲスト　ＭＳ　ハクセル　リコライス

真庭市　㈲長恒牧場

ホルスタイン種第４部優等賞首席
ＣＦ　ダビユーク　クラツシユ　レゼ　ＥＴ

岡山市　㈱松﨑牧場

ホルスタイン種第１部優等賞首席
ロンゲスト　ビユーテイー　サマー　ローガン

真庭市　㈲長恒牧場

ホルスタイン種第３部優等賞首席
ロンゲスト　キングスウエイ　Ｆ　チヨイス

真庭市　㈲長恒牧場
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ジャージー種第２部優等賞首席
ポイントン　バンクロフト　ピテイオ

真庭市　㈱あさなべ牧場

ジャージー種第４部優等賞首席
ジユリエツタ　カジノ　フラワー

真庭市　㈲万庭牧場

ジャージー種第１部優等賞首席
カヤベ　バイオリン　キツドロツク　チエロ　ＥＴ

真庭市　（公財）中国四国酪農大学校

ジャージー種第３部優等賞首席
プライズ　デユーイ　ジヨデイーズ

真庭市　蒜山ラッテバンビーノ

ホルスタイン種第８部優等賞首席
グランデイール　ナツトウマキ

津山市　吉原　直樹

ホルスタイン種第７部優等賞首席
メルテイリツジ　ＦＳ　クラツシヤブル　アリー

笠岡市　㈲希望園
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上
期
実
績
の
報
告
に
つ
い
て

　

本
年
度
、
全
国
の
上
期
生
乳
生
産
は
、

夏
の
酷
暑
の
影
響
を
背
景
に
99
・
５
％
と

減
産
基
調
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
８
月

か
ら
飲
用
向
け
乳
価
は
値
上
げ
に
よ
り
、

５
年
度
末
か
ら
需
給
は
緩
和
し
、
加
工
向

け
が
増
加
し
春
先
の
手
取
り
乳
価
は
低
迷

し
ま
し
た
。
下
期
に
は
学
校
給
食
牛
乳
の

供
給
が
停
止
と
な
る
年
末
年
始
・
年
度
末

の
需
給
は
、
不
透
明
で
あ
る
も
の
の
緩
和

す
る
と
見
通
し
て
い
ま
す
。

　

飼
料
価
格
は
、
期
中
円
高
に
振
れ
若
干

値
下
が
り
し
た
も
の
の
、
依
然
高
止
ま
り

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
食
肉
の
消
費
回
復

の
遅
れ
か
ら
和
牛
・
Ｆ
１
・
ホ
ル
雄
仔
牛

価
格
は
大
幅
に
下
落
し
て
い
ま
す
。

　

本
組
合
の
生
乳
生
産
は
、
上
期
７
戸
の

廃
業
が
あ
り
、
生
乳
生
産
は
前
年
比
98
・

３
％
計
画
比
１
０
２
・
６
％
で
推
移
し
て

い
ま
す
。

　

今
夏
は
７
月
か
ら
の
酷
暑
の
影
響
で
、

乳
量
は
大
き
く
減
少
し
、
９
月
に
な
っ
て

も
回
復
の
兆
し
が
見
え
ず
、
前
年
に
比
べ

生
乳
生
産
は
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。
一
方

日
本
各
地
で
は
局
所
的
豪
雨
に
見
舞
わ

れ
、
停
電
、
断
水
、
倒
木
、
道
路
寸
断
な

ど
社
会
イ
ン
フ
ラ
に
甚
大
な
被
害
を
与
え

ま
し
た
。
当
然
、
酪
農
産
業
へ
も
災
害
と

損
失
を
招
い
て
い
ま
す
。
改
め
て
、
近
年

頻
発
す
る
自
然
災
害
リ
ス
ク
へ
の
対
応
、

減
災
へ
の
取
り
組
み
は
急
務
と
実
感
し
て

い
ま
す
。

　

下
期
に
向
け
て
、
さ
ら
な
る
乳
質
改
善

に
取
り
組
み
、
今
年
度
事
業
計
画

　

○
生
乳
生
産
量　
　

８
９
，０
０
０
ｔ

　

○
購
買
取
扱
数
量　

５
９
，７
０
０
ｔ

　

○
流
通
取
扱
数
量　
　

７
，９
０
０
頭

の
達
成
に
向
け
て
、
組
合
員
の
皆
様
の
ご

協
力
の
も
と
役
職
員
一
丸
と
な
り
事
業
展

開
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
下
に
上
期
の
事
業
実
績
の
概
要
を
報

告
い
た
し
ま
す
。

１
．販
売
事
業

　

生
乳
取
扱
計
画
数
量
は
、
８
９
，０
０

０
ｔ
に
対
し
、
上
期
実
績
は
４
５
，３
３

０
ｔ（
進
捗
率
50
・９
％
）と
な
り
ま
し
た
。

　

生
乳
販
売
高
は
、
補
給
金
を
含
め
62
億

２
，８
２
３
万
円
で
し
た
。
基
本
乳
価
は
、

昨
年
11
月
の
乳
価
値
上
げ
の
影
響
も
あ
り

昨
年
上
期
と
比
較
し
て
６
・
08
円
増
と
な

り
ま
し
た
。
年
間
利
益
計
画
３
億
８
，５

３
８
万
円
に
対
し
、
２
億
０
，１
４
１
万

円
（
計
画
比
52
・
３
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

２
．購
買
事
業

　

購
買
取
扱
計
画
数
量
は
、
５
９
，７
０

０
ｔ
、
供
給
高
46
億
８
，５
５
０
万
円
に

対
し
、
上
期
実
績
は
数
量
で
３
０
，５
９

令和６年度上期事業実績
（単位：円、※は税引前当期利益）

収　　益 費　　用 利　　益 損益年間計画 計画比（％）
販 売 事 業 573,753,483 372,339,286 201,414,197 385,383,000 52.3

購 買 事 業 2,410,983,753 2,384,753,765 26,229,988 85,600,000 30.6

乳 牛 流 通 事 業 1,041,841,177 1,029,338,415 12,502,762 16,990,000 73.6

育 成 牧 場 事 業 5,420,247 5,169,268 250,979 396,000 63.4

生 産 支 援 事 業 23,643,005 24,028,766 △ 385,761 △ 2,435,000 15.8

酪 農 ヘ ル パ ー 事 業 40,276,350 44,098,230 △ 3,821,880 137,000 △ 2,789.7

改 良 登 録 事 業 3,876,892 2,551,291 1,325,601 2,100,000 63.1

凍 結 精 液 事 業 36,168,615 33,981,025 2,187,590 9,272,000 23.6

牛 群 検 定 事 業 13,067,870 12,088,479 979,391 282,750 346.4

診 療 事 業 44,514,254 36,310,603 8,203,651 15,293,000 53.6

受 精 卵 移 植 事 業 8,290,735 6,626,210 1,664,525 3,400,000 49.0

経 営 支 援 事 業 14,892,174 18,506,259 △ 3,614,085 0

事 業 管 理 費 241,564,101 △ 241,564,101 △ 486,002,500 49.7

そ の 他 41,953,260 7,572,093 34,381,167 21,700,000 158.4

合　　　計 4,258,681,815 4,218,927,791 ※ 39,754,024 ※ 52,116,250 76.3
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３
ｔ
（
計
画
比
51
・
２
％
）
と
増
加
し
、

供
給
高
は
23
億
６
，３
０
４
万
円
（
計
画

比
50
・
４
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

利
益
は
年
間
計
画
の
８
，５
６
０
万
円

に
対
し
、
棚
卸
資
産
が
大
き
く
減
少
し

た
こ
と
か
ら
２
，６
２
３
万
円
（
計
画
比

30
・
６
％
）
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
な
る

ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

３
．流
通
・
育
成
牧
場
事
業

　

流
通
取
扱
計
画
頭
数
は
７
，９
０
０

頭
、
金
額
で
17
億
１
，８
７
９
万
円
に
対

し
、
頭
数
で
４
，０
０
５
頭（
計
画
比
50
・

７
％
）、
金
額
で
10
億
４
，１
８
４
万
円（
計

画
比
60
・
８
％
）
と
な
り
ま
し
た
。
年
間

利
益
計
画
１
，６
９
９
万
円
に
対
し
１
，

２
５
０
万
円
（
計
画
比
73
・
６
％
）
と
な

り
ま
し
た
。

　

育
成
牧
場
事
業
は
、
年
間
利
益
計
画
は

39
・
６
万
円
に
対
し
25
万
円
（
計
画
比

63
・
１
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

４
．生
産
支
援
事
業

　

生
産
支
援
事
業
収
入
の
主
体
は
、
戸
数

割
・
乳
量
割
賦
課
金
と
な
り
ま
す
。
こ
れ

に
営
農
改
善
事
業
収
入
を
含
め
た
上
期
収

入
合
計
は
、
２
，３
６
４
万
円
（
計
画
比

38
・
７
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

費
用
と
し
て
は
、
各
活
動
組
織
へ
の
助

成
や
負
担
金
な
ど
の
組
織
活
動
費
が
６
２

１
万
円
（
計
画
比
94
・
１
％
）
と
な
り
ま

し
た
。

　

営
農
改
善
事
業
費
は
１
，７
０
９
万
円
、

う
ち
乳
質
改
善
費
５
５
８
万
円
、
自
家
生

産
牛
助
成
５
４
３
万
円
、
搾
乳
牛
更
新
対

策
費
１
１
４
万
円
、
ヘ
ル
パ
ー
事
業
対
策

費
３
０
０
万
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

費
用
合
計
は
、
２
，４
０
３
万
円
（
計

画
比
38
・
６
％
）
な
り
、
上
期
の
収
支
差

額
は
39
万
円
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
ま
し

た
。

５
．酪
農
ヘ
ル
パ
ー
事
業

　

利
用
組
合
員
は
１
３
６
戸
、
総
利
用
日

数
は
２
，１
９
５
・
０
日
で
１
戸
平
均
16
・

１
日
の
利
用
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

専
任
ヘ
ル
パ
ー
職
員
は
14
名
で
、
１
名

平
均
１
２
８
・
５
日
の
出
役
日
数
と
な
り

ま
し
た
。
臨
時
ヘ
ル
パ
ー
職
員
13
名
の
出

役
日
数
は
総
利
用
日
数
の
17
・
７
％
に
当

た
る
３
８
８
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

上
期
収
支
は
助
成
金
の
処
理
が
遅
れ
た

た
め
３
８
２
万
円
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
ま

し
た
。

６
．牛
群
検
定
事
業

　

牛
群
検
定
は
、
月
平
均
１
１
２
・
７
戸

（
計
画
比
45
・
１
％
）、
検
定
頭
数
は
、

４
，９
７
９
頭
（
計
画
比
41
・
５
％
）
と

な
り
ま
し
た
。
牛
群
検
定
事
業
の
差
引
利

益
98
万
円
（
計
画
比
３
４
６
・
４
％
）
と

な
り
ま
し
た
。

７
．改
良
登
録
事
業

　

上
期
の
血
統
登
録
件
数
は
一
般
、
自
動

を
合
せ
て
７
１
５
件
、
移
動
・
Ｄ
Ｎ
Ａ
検

査
・
再
交
付
等
は
１
１
５
件
、
上
期
の
件

数
８
３
０
件
（
計
画
比
58
・
９
％
）
と
な

り
ま
し
た
。
改
良
登
録
事
業
の
差
引
利
益

は
１
３
３
万
円
（
計
画
比
63
・
１
％
）
と

な
り
ま
し
た
。

８
．凍
結
精
液
事
業

　

精
液
取
扱
本
数
は
、
９
，０
９
０
本
（
計

画
比
35
・
０
％
）、
そ
の
う
ち
乳
牛
選
別

精
液
９
２
２
本
を
取
り
扱
い
ま
し
た
。
凍

結
精
液
事
業
の
差
引
利
益
は
２
１
９
万
円

（
計
画
比
23
・
６
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

９
．診
療
事
業

　

診
療
件
数
は
、
２
，０
８
５
件
（
計
画

比
61
・
３
％
）
で
し
た
。
差
引
利
益
は
直

売
薬
品
の
斡
旋
等
を
含
め
８
２
０
万
円

（
計
画
比
53
・
６
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

10
．受
精
卵
移
植
事
業

　

受
精
卵
移
植
事
業
は
、
受
精
卵
移
植
件

数
１
９
０
件
で
、
差
引
利
益
は
受
精
卵
販

売
等
を
含
め
１
６
６
万
円
（
計
画
比
49
・

０
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

11
．経
営
支
援
事
業

　

国
の
助
成
事
業
「
中
小
酪
農
等
対
策
事

業
」「
畜
産
・
酪
農
収
益
力
強
化
整
備
等

特
別
対
策
事
業
（
機
械
導
入
事
業
）」「
Ｉ

Ｃ
Ｔ
化
等
機
械
装
置
等
導
入
事
業
（
畜
産

Ｉ
Ｃ
Ｔ
事
業
）」「
酪
農
労
働
省
力
化
対
策

事
業
（
楽
酪
Ｇ
Ｏ
事
業
）」「
畜
産
高
度
化

支
援
リ
ー
ス
事
業
」「
堆
肥
舎
等
長
寿
命

化
推
進
事
業
」「
環
境
負
荷
軽
減
型
持
続

的
生
産
支
援
事
業
（
エ
コ
畜
事
業
）」
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

12
．経　

理

　

上
期
の
貸
出
金
残
高
は
、
証
書
貸
出
金

他
５
，７
５
２
万
円
で
昨
年
度
同
期
に
比

べ
１
，８
０
７
万
円
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

年
間
利
益
計
画
４
７
０
万
円
に
対
し
、

差
引
利
益
２
４
２
万
円
（
計
画
比
51
・

５
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

13
．事
業
管
理
費

　

本
年
度
計
画
４
億
８
，６
０
０
万
円
に

対
し
、
２
億
４
，１
５
６
万
円
（
計
画
比

49
・
７
％
）
と
な
り
ま
し
た
。
人
件
費
に

つ
い
て
は
、
１
億
８
，５
６
３
万
円
（
計

画
比
48
・
９
％
）
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
な
る
削
減
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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令
和
６
年
度「
牛
乳
・
乳
製
品
利
用
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
岡
山
県
大
会
」開
催

　

10
月
16
日
、「
牛
乳
・
乳
製
品
利
用
料

理
コ
ン
ク
ー
ル
岡
山
県
大
会
（
岡
山
県
酪

農
乳
業
協
会
主
催
）」
が
、
岡
山
市
南
区

浦
安
本
町
（
公
財
）
岡
山
県
学
校
給
食
会

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
牛
乳
・
乳

製
品
の
消
費
拡
大
に
つ
な
げ
る
た
め
、
県

下
の
高
校
生
以
上
を
対
象
に
毎
年
開
催
し

て
お
り
、
今
大
会
が
第
45
回
と
な
り
ま

す
。
応
募
作
品
数
は
４
３
６
点
（
昨
年
度

４
４
７
点
）
で
し
た
。

　

応
募
作
品
の
中
か
ら
、
９
月
25
日
の
書

類
審
査
で
選
出
さ
れ
た
10
名
が
出
場
し
、

１
時
間
の
制
限
時
間
内
で
、
牛
乳
・
バ

タ
ー
・
生
ク
リ
ー
ム
・
ス
キ
ム
ミ
ル
ク
を

使
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら
し
た
と

て
も
美
味
し
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
料
理
を
創
作

さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
は
、
政
木
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

校
長　

政
木
信
昭
先
生
、
岡
山
県
学
校
給

食
会　

向
井
重
明
先
生
、
岡
山
県
栄
養
士

会　

春
名
美
智
子
先
生
、
岡
山
県
学
校
栄

養
士
会　

谷
知
美
先
生
の
４
名
が
味
や
普

及
性
、
独
創
性
を
基
準
に
行
い
ま
し
た
。

　

厳
選
な
る
審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
に

は
、
お
か
や
ま
山
陽
高
等
学
校
２
年　

原

田
一
樹
さ
ん
の
『
ま
じ
で
と
ろ
け
る 

バ

バ
ロ
ア
の
ク
リ
ー
ム
ス
ー
プ
』、
優
秀
賞

は
、
岡
山
県
立
総
社
高
等
学
校
３
年　

髙

知
真
衣
さ
ん
の
『
油
で
揚
げ
な
い
あ
げ
コ

ロ
ッ
ケ
』
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
お
二
人

は
、
11
月
16
日
の
中
国
大
会
へ
出
場
さ
れ

ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
事
務
局
生
乳
課
）

「
牛
乳
・
乳
製
品
利
用
料
理
コ
ン
ク
ー
ル

岡
山
県
大
会
」
受
賞
者

（
敬
称
略
）

最
優
秀
賞

・
お
か
や
ま
山
陽
高
等
学
校
２
年

原
田　

一
樹

　
　

ま
じ
で
と
ろ
け
る 

バ
バ
ロ
ア
の
ク
リ
ー
ム
ス
ー
プ

優
秀
賞

・
岡
山
県
立
総
社
高
等
学
校
３
年

髙
知　

真
衣

　
　

油
で
揚
げ
な
い
あ
げ
コ
ロ
ッ
ケ

優
良
賞

・
一
般　

井
上　

礼
子

　
　

も
ち
も
ち
お
か
ら
コ
ロ
ッ
ケ

・
岡
山
県
立
津
山
東
高
等
学
校
２
年

小
畠　
　

慎

　
　

ピ
リ
辛
っ
！
ミ
ル
ク
キ
ー
マ
カ
レ
ー

・
岡
山
県
立
高
梁
高
等
学
校
２
年

太
田　

美
翠

　
　

逆
ロ
ー
ル
キ
ャ
ベ
ツ
の
シ
チ
ュ
ー
煮

・
岡
山
県
立
岡
山
南
高
等
学
校
１
年

岡
竹　

麻
耶

　
　

低
カ
ロ
リ
ー
な
の
に
大
満
足
‼

こ
ん
に
ゃ
く
で
お
手
軽
ラ
ザ
ニ
ア

・
岡
山
県
立
倉
敷
鷲
羽
高
等
学
校
２
年

芝　
　

龍
馬

　
　

ミ
ル
ク
あ
ん
か
け
天
津
飯

・
岡
山
県
立
興
陽
高
等
学
校
２
年

菊
地
奈
々
葉

　
　

ト
ロ
ト
ロ
大
根
の
え
び
グ
ラ
タ
ン

・
岡
山
県
立
倉
敷
中
央
高
等
学
校
２
年

藤
田　

花
子

　
　

野
菜
の
さ
さ
み
巻
き

と
ろ
～
り
ク
リ
ー
ム
ソ
ー
ス

・
岡
山
県
立
興
陽
高
等
学
校
３
年

小
林
ひ
か
る

　
　

ミ
ル
ク
中
華
茶
碗
蒸
し

受賞者の皆さんと審査員の先生方

岡山県立総社高等学校３年　髙知　真衣 おかやま山陽高等学校２年　原田　一樹
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技術のページ

ショーリングに立つ
事業本部

　昭和50年代、酪農家はこぞってショー（共進会）に参加し、「酪農皆ブリーダー」と言われ、ショー
は隆盛を極め、県域を越えた連合共進会へと発展していった。しかし、酪農不況の到来と共にショー離
れが急速に進んだ。その後、後継者を始め高校生・大学生等の次世代を担う若者たちを中心にショーは
再燃の兆しをみせた。ショーの中身も変わり、リードマンコンテストや毛刈り講習、高校出品枠など取
入れ、酪農後継者育成を目的に地道な取り組みを行い、若い人たちが積極的に参加し、将来酪農経営者
として、あるいはサポート組織の一員として、さらには酪農後継者、応援者として成長してくれること
を期待し、厳しいながらもショーを維持している。また。ショーには地域
や仲間、消費者との交流を深めるとともに酪農関係者らとの絆作りの役割
も担っていることは言うまでもない。
　来年の秋にはいよいよ北海道全共が開催される。そこで、ショーリング
に立つまでの流れと大まかではあるがショーの意味や面白さを感じてみよ
う。
１．審　査
　世界ホルスタインフリージアン連盟が昨今の直面する課題を反映し改定
が行われ、わが国でも2007年に乳器や肢蹄を重視した審査標準に改定さ
れ、体貌と骨格25点・乳用強健性15点・肢蹄20点・乳器40点となった。「大
きな牛」がもてはやされた時代から生産寿命と生涯生産性が求められる時
代を迎え、いわゆる牛舎の牛とショーカウの距離は縮まってきた。
２．ショーカウの衛生・健康管理
　ショーに最良なコンディションで出品するには日ごろの管理が重要。

３．運動・調教
　オーバーコンディション対策及び運動のためラウンダー（強制歩行機）に掛け調教を行う。できれば
放牧して土を踏ませてあげたいが、中々そういう環境がない。運動により四肢を丈夫にし、頭を上げて
の歩行姿勢を整える。また、首を上げて優美に歩行する練習もできる。概ね２～３時間×２回が目安。
泌乳最盛期には蹄が柔らかくなるので掛け過ぎに注意。
４．輸　送
　輸送は信頼のおけるドライバーに任せるに尽きる。特に全共（北海道大会）ともなれば途中の搾乳・

審　査

ショーカウの健康管理

予防疾病 原因・要因 治療・予防法

分娩時
・乳熱 低カルシウム血症 カルシウム製剤、ビタミンD

剤の投与
・乳房浮腫 乳房内の循環障害 ステロイド投与
・産褥性子宮炎 細菌の子宮内感染 抗生物質の子宮内投与

分娩後 ・ルーメンアシドーシス 飼料急変・増飼料 健胃剤・重曹末投与・ベント
ナイトの飼料添加

ショー準備期間

・趾皮膚炎（DD） 蹄皮の感染症 抗生物質塗布、蹄浴・蹄消毒

・皮膚病 牛体洗浄による皮膚抵抗下接
触感染

牛体洗浄後の牛体清拭　独房
管理

・乳房炎 牛体洗浄による乳頭孔汚染 牛 体 洗 浄 後 の 牛 体 清 拭、
ディッピング

・洗剤性皮膚炎 洗剤刺激、皮膚抵抗下 牛体洗浄後の牛体清拭

ショー当日 ・ルーメンアシドーシス
　（第一胃食滞） 飼料急変・増飼料 健胃剤・重曹末投与・ベント

ナイトの飼料添加
ショー後 ・趾皮膚炎（DD) 趾皮の感染症 蹄の洗浄・消毒
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給餌・除糞等もあり、運転手によって到着後の牛のコンディションは大
きく左右されるため運転技術が要求される。飲水についても注意が必
要。途中の給水場所によっては「水が合わない」という事態も発生する。
また、輸送前にビタミン剤やカルシウム剤、強肝剤等を予防として飲ま
せることで体調は大きく違う。泌乳最盛期の牛を運搬するため乳房炎リ
スクも普段より上がる。輸送前から飼料の濃度や給与量を低めに設定す
ることも有効な手段となる。
５．会場での牛床設営
　牛床作りは会場準備の中で一番に行う作業。牛が到着する前にふかふ
かのベッドメイキングが牛の健康維持に大きく左右する。牛が安心して
休息し、ストレスなく餌や水を摂取できるかが重要となるからだ。また、
通路等も滑らないようカーペットを敷く等の対策が必要である。
６．牛の到着
　牛が会場へ着くと通常は牛体の洗浄をする。前表のように洗剤による
皮膚炎や感染防止の観点から丁寧に洗い、除水と乾燥を行う。長距離輸送の場合は牛が疲れているため、
まずは牛を休憩させてやり、その後洗浄に入りたい。
　給餌についてまずは乾草を給与。いきなりTMR等の給与は濃度が高いため、長距離輸送の場合は疲
れているのであまりよくない。十分に休ませてから徐々に餌に慣れさせていきたい。
※家畜車に乗せる前の状態がいかに大切か、到着してからの休息がいかに重要かを認識しておこう。

７．会場での給餌
　会場入り後の餌の給与は特に順番を間違わないこと。特に審査当日は朝から長物から食べさせること
を基本にして濃度の高いエサは最後の最後で。しっかり腹を作っていき、反芻が止まらないよう食い込
める状態にしていく。審査の４～５時間前にビートパルプ給与し、グラスサイレージと配合飼料の給与
をする。隣の牛が盗食したりしないよう仲間同士で気遣ったりチーム内での連携や役割分担が求められ
る。
８．乳房つくり
　乳房は何時間でどの程度張るかイメージできることが大切。そのため
には日々の観察と変わらない管理手順が重要。餌を食べて約18時間で乳
に変換されていく。出品時間から逆算して自分のイメージしている乳房
になるようたんぱく飼料の給与量を上げていく。決め手となるこの時間
帯は牛から離れないこと。
９．毛刈りのポイント
　牛の長所を引き立て、欠点を目立たな
いようにすることがまず第一歩。さらに
刈ったところに段差が生じないようにス
ムーズに移行させる、飛節は鮮明に、き
甲は鋭角的に、トップラインはまっすぐ
に。ショーシーズン前に粗刈りをしてお
けば、太い硬い毛が生えそろい作りやす
くなる。（自分の牧場の牛で練習をしましょう。毛刈りは牛体の汚れ防止や暑熱対策にも効果があります）

出　発

牛到着 休　息

毛刈り

牛床設営

牛洗浄

秘策会議

乳房つくり
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10．リード
　いよいよリング入場。リードマンは清潔な白い衣服でリードする。事
前に出品牛の生年月日、産次、分娩月日（予定日）、授精月日の情報を
確認しておく。審査が始まればリードマンは牛と向き合い、姿勢よく背
筋を伸ばしてゆっくりと歩行させ、審査の開始から終了までリードマン
は牛から目を離さず、常に審査員の位置を把握する。常に平静さと集中
力を保ち全力でリードし、結果に関係なく、繋留場所に帰るまでマナー
を遵守することが大切。（リードするための技術やマナーはたくさんあります。少しでも多くの経験を
積んで習得することが大切です）
11．いい人脈つくり
　ショー会場は最も情報が収集できる場所でもある。いい情報を得るにはいい人脈を作ること。いい仲
間ができればいい情報が得られ、お互いに意識も高めていける。
☆彡そしてショーを楽しむ☆彡
　会場では若い人たちやレジェンドたち、関連業者の担当者や関連機関の人たち、さまざまな人が話題
に欠くことなく会話が弾む。美味しいものを食べて自慢の牛を出品し、最高級の牛たちと共に過ごし、
ショーリングに立ち、審査員から指をさされた時の鳥肌が立つ感覚は、口では表せないような感動と興
奮を覚えます。酪農をやりたい！酪農をしててよかった！と思える瞬間でもあります。ショーは「経営
が成り立ってのこと、乳を搾っての酪農経営」ではあるが、楽しく好きなことを経営にも活かしていけ
ることができる。自分が思い描く牛たちが自分の牛舎に並んでいる光景を目標として改良に取り組んで
いく。また、牛を良くするのも悪くするのも家族次第。若い人たち、後継者が楽しく仲間と共に酪農が
できるようショーはその一因を担っている。

＜参考文献＞
　「ショーリングへの道」レジェンドたちのテクニック（発行：デーリィマン社）
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はじめに
　はじめまして。８月より中四国事務所に配属となりました、澤

さわ

田
だ

茜
あかね

と申します。この場をお借りして、
少し自己紹介をさせていただきます。
　私は京都府出身で、大学では植物と農業生産について学んでいました。全酪連に入るまで、牛に関わっ
たことがありませんでした。2021年に入会し、福島県の酪農技術研究所に３年間所属していました。最
初の半年間は自家産牛の搾乳を担当し、その後２年半は若齢預託矢吹牧場にて哺育を担当しました。こ
の牧場では３日齢の初生牛や離乳後の育成牛も導入しており、さまざまな農家からの子牛に触れる機会
がありました。哺育を行う中で、初乳給与の重要性を深く実感しました。
　さて、今回は初乳についてお話ししたいと思います。すでにご存知かもしれませんが、常乳との違い
や初乳給与の基本、代用初乳についてまとめましたので、ご一読いただければ幸いです。
初乳について
　初乳とは、分娩後最初に搾られる乳のことです。初乳は常乳と比べて、脂肪分・タンパク質・カルシ
ウム・マグネシウム・ビタミンが多く含まれています。タンパク質の中でも「免疫グロブリン」は50倍
以上含まれており、子牛の将来の生産性や健康にとても重要です。子牛は人間と異なり、生まれた直後
にはほとんど免疫力がないため、初乳を飲むことで免疫グロブリンを獲得する必要があります。
　免疫グロブリンは初乳に多く含まれるたんぱく質で、一般的には抗体（またはIg）と呼ばれています。
免疫グロブリンはいくつか種類がありますが、IgGという抗体が牛の初乳中や哺乳類の血液中に一番多
く含まれています。
初乳給与の基本は３Q１C
①Quality：初乳の品質

　初乳の品質は、母牛の健康状態や乾乳期の管理などによって大
きくばらつくため、初乳計もしくはBrix計（糖度計）で初乳の品
質を評価することが望ましいです。初乳の評価を行うことで、乾
乳期管理を見直すきっかけにもなります。Brix値23％以上、IgG
として50ｇ／ℓ以上が良質な初乳と判断されます。
※Brix計は、ネットで１万円以下から購入できるものもあります。

②Quickly：迅速な給与
　IgGの吸収率は生後６時間を超えると徐々に低下し、24時間でほとんど吸収されなくなります。そ
のため、初回給与は遅くとも６時間以内が推奨さ
れます。

③Quantity：初乳の給与量
　初乳給与は、初乳の量よりも「IgGをどれだけ
給与したか」が最も重要です。十分な免疫移行の
ためにはIgG給与量300ｇが目安です。ただ、個
体ごとによって抗体の吸収効率にばらつきが大き
いため、旧基準を最低限の目安として、「飲める
だけたくさん初乳をあげる！」という考え方が良
いかと思います。

④Cleanliness：清潔な初乳の給与
　生後24時間の子牛の腸管は、非選択的
に物質を吸収する能力があります。この
ため、免疫グロブリンなどの大きな因子
を取り込むことが可能ですが、その間に
細菌が腸の細胞に付着すると表面構造を破壊して、免疫グロブリンの吸収は阻害されてしまいます。

初乳給与について
全国酪農業協同組合連合会　大阪支所　中四国事務所　澤田　　茜

アタゴ社HPより
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そのため、初乳の衛生管理や哺乳器具の洗浄・殺菌がとても重要です。
＊代用初乳について

　初乳は子牛の成長や将来の生産性にとても重要で
す。しかし、初乳の品質が一定ではなく、また母牛
からの垂直感染症（牛白血病・ヨーネ病・BVDなど）
の可能性を考慮する必要があります。品質の良い初乳
が得られない場合、垂直感染症の疑いがある場合に
は、代用初乳の使用を検討する必要があると思いま
す。代用初乳は一定の品質が確保されており、給与も
素早く行えるといった利点があります。
　本会では、グッドスタートプレミアム（以下GSP）という
代用初乳製剤を扱っております。GSPは作業性、機能性とも
によく、代用初乳や初乳サプリとして使用できます。

※現在のGSPパンフレットには旧基準より、給与量を設定しています。
おわりに
　初乳給与は子牛の将来の疾病発症率や生産性に直接関わります。特にこれからの時期は、気温が下が
り、肺炎や下痢の発症が増加すると思われます。また、生まれたばかりの子牛は体脂肪が少なく、骨と
皮の状態です。初乳の給与は子牛への抗体給与だけではなく、栄養の給与という側面も備えているため、
十分量をしっかりと給与する必要があります。まずは、十分な初乳を給与して子牛の免疫力を高め、将
来の生産性を向上させることで、厳しい情勢を乗り越えていきましょう。
　全酪連では、初乳のほかにも、代用乳や哺乳子牛用配合飼料（スターター）など哺育製品を取り扱っ
ております。詳しくは全酪連職員へお問い合わせください。
　最後までお読みいただきありがとうございました。今後ともよろしくお願いいたします。
＜出典＞
・Fischer, A. J., Song, Y., He, Z., Haines, D. M., Guan, L. L., & Steele, M. A. (2018). Effect of delaying 

colostrum feeding on passive transfer and intestinal bacterial colonization in neonatal male Holstein 
calves. Journal of Dairy Science, 101(4), 3099–3109.

　https://doi.org/10.3168/jds.2017-13397
・Lombard, J., Urie, N., Garry, F., Godden, S., Quigley, J., Earleywine, T., McGuirk, S., Moore, D., 

Branan, M., Chamorro, M., Smith, G., Shivley, C., Catherman, D., Haines, D., Heinrichs, A. J., James, R., 
Maas, J., & Sterner, K. (2020). Consensus recommendations on calf- and herd-level passive immunity 
in dairy calves in the United States. Journal of Dairy Science, 103(8), 7611–7624.

　https://doi.org/10.3168/jds.2019-17955

○新基準をもとにした給与例

➡
１袋あたり１ℓ、45～50℃のお湯で溶かし

40℃前後まで冷ます

生後直後
３～４袋

出生６～８時間後
２～３袋

※ホル雌子牛（45㎏）推奨給与量
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９
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で
の
７
日
間
、

酪
農
生
産
研
究
会
主
催
の
ア
メ
リ
カ
視
察

研
修
会
へ
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
令
和
元
年
度
を
最
後
に
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
も
あ
り
、
実
に
５
年
ぶ
り
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
円
安
に
よ
る
旅
費
の
高
騰
や
ア

メ
リ
カ
の
イ
ン
フ
レ
に
よ
る
物
価
高
の
影

響
も
あ
り
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
は
以

前
に
比
べ
か
な
り
ス
マ
ー
ト
に
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
南
部
の
イ

ン
ペ
リ
ア
ル
バ
レ
ー
を
中
心
に
エ
ル
ト
ロ

社
、
ボ
ー
ダ
ー
バ
レ
ー
社
の
２
社
の
サ
プ

ラ
イ
ヤ
ー
と
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
港
ロ
ン
グ

ビ
ー
チ
港
に
跨
る
コ
ン
テ
ナ
出
荷
の
要
所

で
あ
る
郵
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
ズ
（
Ｙ
Ｔ
Ｉ
）

の
視
察
を
行
い
ま
し

た
。

　

ま
ず
、
イ
ン
ペ
リ
ア

ル
バ
レ
ー
の
概
要
と
し

て
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

南
東
部
か
ら
メ
キ
シ
コ

の
一
部
に
広
が
る
乾
燥

し
た
盆
地
に
あ
り
、
コ

ロ
ラ
ド
川
か
ら
灌
漑
に

よ
り
水
路
か
ら
水
を

引
っ
張
っ
て
農
作
物
や

牧
草
を
生
産
す
る
地
域

と
な
っ
て
い
ま
す
。
牧

草
は
ク
レ
イ
ン
グ
ラ
ス
、
ス
ー
ダ
ン
グ
ラ

ス
、
ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
や
バ
ミ
ュ
ー
ダ
ヘ

イ
、
バ
ミ
ュ
ー
ダ
ス
ト
ロ
ー
な
ど
の
生
産

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

気
候
は
雨
量
が
と
て

も
少
な
く
乾
燥
し
て
い

て
、
研
修
日
当
日
も
視

察
先
の
エ
ル
・
セ
ン
ト

ロ
で
は
熱
波
の
影
響

で
、
日
中
気
温
が
43
℃

ま
で
上
が
っ
て
い
ま
し

た
。
暑
さ
は
す
ご
い
で

す
が
湿
気
が
少
な
く
、

た
だ
ひ
た
す
ら
暑
い
だ

け
と
い
う
印
象
で
す
。

　

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
空
港

か
ら
バ
ス
で
エ
ル
・
セ
ン
ト
ロ
へ
州
間
高

速
道
路
５
号
線
を
通
っ
て
南
下
し
て
い
き

ま
し
た
。
こ
の
道
は
、
南
は
メ
キ
シ
コ
国

境
、
北
は
カ
ナ
ダ
国
境

に
あ
り
、
全
長
２
，

２
０
０
㎞
も
あ
る
道

で
、
ア
メ
リ
カ
西
海
岸

の
物
流
の
要
所
と
な
っ

て
い
る
道
で
し
た
。
エ

ル
・
セ
ン
ト
ロ
に
近
づ

く
に
つ
れ
広
大
な
草
地

が
広
が
り
ま
す
が
、
大

半
の
草
地
は
茶
色
く
草

が
枯
れ
て
い
る
、
ま
た

は
作
付
け
が
さ
れ
て
い

な
い
土
地
で
、
こ
れ
は

コ
ロ
ラ
ド
川
の
水
位
減
少
が
続
き
、
水
資

源
の
保
全
の
た
め
に
８
月
、
９
月
の
最
大

60
日
間
、
草
地
に
水
を
入
れ
な
い
こ
と
を

条
件
に
、
米
政
府
か
ら
給
付
金
が
支
払
わ

れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
（D

ificit Irrigation 
Program

）
が
組
ま
れ
て
い
て
、
草
種
や

日
数
に
よ
っ
て
給
付
金
額
は
異
な
る
よ
う

で
す
が
、
牧
草
地
の
お
よ
そ
７
割
は
こ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
い
る
よ
う
で

す
。
エ
ル
ト
ロ
社
、
ボ
ー
ダ
ー
バ
レ
ー
社

と
も
に
牧
草
を
１
～
２
回
刈
り
取
り
を
行

う
よ
り
も
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
方

が
給
付
金
額
が
大
き
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
ま
し
た
。
た
だ
、
水
を
入
れ
な
い
こ
と

に
よ
る
影
響
は
、
低
級
品
の
増
加
や
収
量

の
減
少
に
と
ど
ま
ら
ず
輸
送
業
の
労
働
な

ど
幅
広
く
影
響
が
出
る
こ
と
を
心
配
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

エ
ル
ト
ロ
社
で
は
、
午
前
中
、
会
社
の

令
和
６
年
度
ア
メ
リ
カ
粗
飼
料
視
察
研
修
を
終
え
て

蒜
山
事
務
所　

片
岡　

純
一

エルトロ社プレス機

フィードロットの資料貯蔵タンク

検品研修のようす
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概
要
を
説
明
し
て
い
た
だ
き
プ
レ
ス
マ
シ

ン
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
原

料
草
を
プ
レ
ス
マ
シ
ン
に
送
る
際
に
異
物

な
ど
が
混
入
し
て
い
な
い
か
目
視
で
確
認

し
て
い
て
、
品
質
に
注
力
さ
れ
て
い
る
の

が
伺
え
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
フ
ィ
ー
ド

ロ
ッ
ト
（
肥
育
場
）
の
視
察
、
乾
草
の
検

品
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
フ
ィ
ー
ド
ロ
ッ

ト
で
は
約
４
万
頭
の
肥
育
牛
を
飼
育
し
て

い
て
、
自
社
の
Ｔ
Ｍ
Ｒ
工
場
で
食
品
工
場

か
ら
出
た
副
産
物
や
Ｄ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
（
と
う
も

ろ
こ
し
蒸
留
粕
）
を
元
に
日
量
３
３
０
ｔ

も
の
配
合
飼
料
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
栄
養
バ
ラ
ン
ス
は
シ
ス
テ
ム
管
理
さ

れ
て
い
て
、
特
に
気
温
が
高
い
夏
場
は
エ

ネ
ル
ギ
ー
量
を
減
ら
し
て
ル
ー
メ
ン
内
の

発
酵
熱
を
抑
え
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
し

た
。
ビ
タ
ミ
ン
類
な
ど
添
加
物
の
価
格
が

高
騰
す
る
中
で
も
、
と
に
か
く
牛
の
健
康

状
態
を
良
く
維
持
し
て
事
故
率
を
抑
え

る
た
め
に
、
必
要
な
コ
ス
ト
は
か
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
で
飼
育

さ
れ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。
検

品
研
修
で
は
、
グ
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
ご
と

の
見
方
や
買
付
の
際
に
注
意
し
て
い
る

こ
と
、
一
部
分
の
品
質
も
大
事
だ
が
ス

タ
ッ
ク
全
体
の
色
目
や
茎
の
サ
イ
ズ
を

非
常
に
重
要
視
し
て
い
ま
し
た
。

　

ボ
ー
ダ
ー
バ
レ
ー
社
で
は
、
ス
ー
ダ

ン
グ
ラ
ス
の
現
地
価
格
が
低
迷
し
て
農

家
と
し
て
も
ス
ー
ダ
ン
グ
ラ
ス
を
生
産

す
る
メ
リ
ッ
ト
が
薄
い
た
め
、
作
付
け

が
減
少
し
て
い
る
こ
と
、
在
庫
が
逼
迫

し
な
い
よ
う
独
自
に
農
家
へ
助
成
金
を

出
し
て
ス
ー
ダ
ン
グ
ラ
ス
の
作
付
け
を

行
っ
て
日
本
向
け
の
物
量
を
確
保
し
て

い
る
の
で
安
心
し
て
ほ
し
い
と
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
現
地
で
は
牧
草
の
価

格
が
低
迷
し
て
も
、

円
安
の
影
響
も
あ
り

日
本
で
の
牧
草
価
格

で
は
実
感
で
き
な
い
の

が
残
念
で
な
り
ま
せ

ん
。

　

ど
ち
ら
の
会
社
も
、

節
水
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
世

界
情
勢
の
変
化
の
中
で

も
、
乾
草
を
安
定
し
て

供
給
す
る
た
め
の
熱
意

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

４
日
目
に
は
、
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
へ
戻
り
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
港
の

コ
ン
テ
ナ
ヤ
ー
ド
の
視
察
を
行
い
ま
し

た
。
郵
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
ズ
の
説
明
で
は
、

東
海
岸
の
港
湾
が
労
働
組
合
と
の
労
使
交

渉
に
難
航
し
て
い
て
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を
懸

念
し
て
東
側
か
ら
の
コ
ン
テ
ナ
の
流
入
を

懸
念
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
５
年
ぶ
り
の
ア
メ
リ
カ
研
修
へ

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
自
分
が
携
わ
っ

て
い
る
酪
農
業
界
の
乾
牧
草
が
ど
の
よ
う

に
生
産
さ
れ
て
い
る
の
か
、
実
際
に
見
ら

れ
た
こ
と
を
今
後
の
業
務
に
活
か
せ
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
国
内
か
ら
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
全
酪
連
事
務
局
、
会
員

の
農
協
職
員
の
皆
様
方
、
忙
し
い
時
期
に

も
送
り
出
し
て
い
た
だ
い
た
お
か
ら
く
の

皆
様
方
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
し

て
、視
察
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

グレード別の目合わせ

コンテナ船荷下ろし

ドジャースタジアム
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令和6度堆肥舎等長寿命化推進事業（資材代のみ1/2以内助成）
実証事例のご紹介

➡

　本事業は経年劣化した堆肥舎等に対し、地域の実情に応じて部分的な補修の実証を行う取組を支援
し、地域全体で堆肥舎等の長寿命化を推進することを目的として措置されました。令和６年度は１戸（１
施設）で実証を行いましたので、実証事例をご紹介させていただきます。
　補修方法及び事業内容等についてご質問等あれば、総務部経営支援課（☎0868-26-1101）までご連絡
ください。

施設①　堆肥発酵舎　屋根補修（鉄骨母屋材を木材で補強）
・施設面積：1244.575㎡　　・事業費（税抜）：900,000円（内補助金額450,000円）

　

10
月
13
日
、「
第
43
回
勝
央
町

金
時
祭
」
が
勝
央
文
化
ホ
ー
ル
周

辺
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

勝
央
町
は
、
童
謡
の
金
太
郎
こ

と
坂
田
金
時
の
終
焉
の
地
と
し
て

知
ら
れ
て
お
り
、
平
安
時
代
中
期

に
九
州
へ
征
伐
に
向
か
う
途
中
重

い
熱
病
に
か
か
り
、
こ
の
勝
央
町

の
地
で
亡
く
な
っ
た
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
金
太
郎
に
ち
な
ん

で
、
毎
年
全
町
を
あ
げ
て
こ
の
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
る
そ
う
で

す
。
今
年
も
朝
か
ら
大
勢
の
来
場

者
が
あ
り
ま
し
た
。

　

熊
に
ま
た
が
っ
た
金
太
郎
の
行

列
を
皮
切
り
に
、
き
ん
と
く
ん
サ

ン
バ
で
踊
り
、
金
時
お
菓
子
投

げ
、
金
時
太
鼓
、
金
時
餅
投
げ
等

さ
ま
ざ
ま
な
催
し
物
が
行
わ
れ
、

町
内
外
か
ら
は
屋
台
村
、
特
産
品

目
当
て
に
多
数
の
家
族
連
れ
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

　

勝
央
町
酪
農
組
合
で
は
１
，６

０
０
本
の
牛
串
、
勝
央
町
酪
農
女

性
部
で
は
氷
カ
フ
ェ
を
販
売
し
、

さ
ら
に
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
答
え
い

た
だ
い
た
方
に
記
念
品
と
チ
コ
牛

乳
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
ど

ち
ら
も
昼
ま
で
に
は
全
部
売
り
切

れ
る
ほ
ど
の
大
盛
況
で
し
た
。
ま

た
、
模
擬
牛
に
よ
る
搾
乳
体
験
も

実
施
し
、
子
ど
も
連
れ
の
若
い
方

か
ら
年
輩
の
方
ま
で
幅
広
い
年
齢

層
の
方
に
体
験
し
て
い
た
だ
き
、

こ
ち
ら
も
大
盛
況
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
参
加
を
通

し
て
、
生
産
者
が
消
費
者
と
直
接

顔
を
合
わ
し
言
葉
を
交
わ
し
な
が

ら
自
分
た
ち
の
作
っ
た
牛
乳
を
ア

ピ
ー
ル
で
き
る
こ
と
は
、
非
常
に

素
晴
ら
し
く
意
味
の
あ
る
出
会
い

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
こ
う
し
た
交
流
の
場

を
積
極
的
に
続
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
津
山
事
務
所
）

第
43
回
勝
央
町
金
時
祭

金太郎の行列
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ま
き
ば
の
館
　
畜
産
物
加
工
体
験
に
つ
い
て

 

岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー　

畜
産
研
究
所

　

ま
き
ば
の
館
で
は
、
畜
産
に
対
す
る
親

し
み
や
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
来

園
者
や
地
域
の
小
学
生
等
を
対
象
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
畜
産
物
加
工
体
験
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

令
和
５
年
に
体
験
型
施
設
と
し
て
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
レ
ス
ト
ラ
ン
・
乳
肉
加

工
棟
に
そ
れ
ぞ
れ
体
験
ス
ペ
ー
ス
が
新
設

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
ま
き
ば
の
館
で
開
催
し
て
い

る
体
験
の
中
か
ら
、
当
所
で
と
れ
た
生
乳

を
使
用
し
た
３
つ
の
体
験
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

ド
リ
ン
ク
ヨ
ー
グ
ル
ト
作
り
体
験

　

こ
の
体
験
で
は
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
製
造

過
程
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
に
含
ま
れ
る
栄
養
等

に
つ
い
て
学
ん
だ
後
、
ま
き
ば
の
館
で
製

造
し
た
ヨ
ー
グ
ル
ト
と
県
産
の
牛
乳
、
果

物
を
混
ぜ
て
、
ド
リ
ン
ク
ヨ
ー
グ
ル
ト
を

作
り
ま
す
。

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
作
り
体
験

　

こ
の
体
験
は
、
当
所
の
生
乳
を
使
用
し

た
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
ミ
ッ
ク
ス
を
使
用
し

て
行
い
ま
す
。
ま
た
、
県
内
の
牛
乳
生
産

状
況
等
に
つ
い
て
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

作
り
方
は
、
家
庭
用
の
ス
テ
ン
レ
ス
ボ

ウ
ル
を
使
用
す
る
、
あ
る
い
は
、
広
い
場

所
で
ボ
ー
ル
を
転
が
す
な
ど
さ
ま
ざ
ま

で
、
子
ど
も
た
ち
に
も
大
人
気
の
体
験
で

す
。

カ
ッ
テ
ー
ジ
チ
ー
ズ
作
り
体
験

　

こ
の
体
験
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
、
レ

ス
ト
ラ
ン
で
新
た
に
取
り
入
れ
た
体
験
で

す
。

　

生
乳
と
酢
を
材
料
と
し
て
使
用
し
、
温

め
た
生
乳
に
酢
を
加
え
る
こ
と
で
、
分
離

す
る
性
質
を
利
用
し
ま
す
。
作
っ
た
カ
ッ

テ
ー
ジ
チ
ー
ズ
は
、
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
の

皮
に
の
せ
て
、
実
際
に
食
べ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
、
ピ
ザ
作
り
体
験
や
ソ
ー

セ
ー
ジ
作
り
体
験
な
ど
、
年
間
を
通
じ
て

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
校
外
学
習
等
で
の
体
験
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　

体
験
に
関
す
る
情
報
は
、
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ

ｍ
・
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
）
で
発
信
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

リニューアル後の外観

ドリンクヨーグルト作り体験

完成したカッテージチーズ アイスクリーム作り体験
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●

●

●

ひ

ろ

ば

　

３
月
15
日
、
日
本
に
お
け
る
ポ
ッ

ド
キ
ャ
ス
ト
の
優
れ
た
作
品
や
ク
リ

エ
ー
タ
ー
を
表
彰
す
る
イ
ベ
ン
ト
第
５

回JA
PA

N
 PO

D
CA

ST
 A

W
A

RD
S

授
賞
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
場
に

は
、
緊
張
し
た
面
持
ち
で
岡
山
の
山
の

上
の
酪
農
家
が
ツ
ナ
ギ
に
長
靴
の
姿
で

登
場
し
ま
し
た
。

　

は
い
、
僕
で
す
。

　

な
ん
と
、
僕
の
ポ
ッ
ド
キ
ャ
ス
ト
番

組
『
酪
し
て
い
き
ぬ
く
ラ
ジ
オ
』
が
報

道
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
部
門
の
５
作

品
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
の
で
す
。

　

僕
の
番
組
の
特
徴
は
、牛
乳
に
見
立
て

て
毎
日
一
杯
を
配
信
、そ
し
て
酪
農
現
場

の
リ
ア
ル
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
通
し

て
牛
乳
の
価
値
を
高
め
た
い
！
と
い
う
、

か
な
り
斜
め
に
攻
め
た
内
容
で
と
て
も

真
面
目
な
番
組
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
お
す
す
め
エ
ピ

ソ
ー
ド
は
、
離
婚
し
た
当
日
に
泣
き
な

が
ら
録
音
し
た
音
源
で
し
た
。
赤
裸
々

に
包
み
隠
さ
ず
話
す
内
容
が
評
価
さ
れ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

残
念
な
が
ら
、
最
優
秀
賞
・
優
秀
賞

は
獲
得
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、
こ
の

配
信
を
通
し
て
全
国
に
た
く
さ
ん
の
仲

間
と
つ
な
が
り
が
で
き
た
と
同
時
に
、

あ
り
が
た
い
こ
と
に
毎
日
配
信
に
耳
を

傾
け
て
く
れ
る
消
費
者
の
方
も
増
え
ま

し
た
。「
番
組
を
聴
い
て
牛
乳
を
い
つ

も
よ
り
多
く
飲
む
よ
う
に
な
り
ま
し

た
」
消
費
者
様
か
ら
の
お
便
り
で
す
。

番
組
を
続
け
て
き
て
良
か
っ
た
。
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
！

　

こ
の
厳
し
い
酪
農
情
勢
の
中
、
僕
た

ち
生
産
者
に
何
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う

か
？
経
営
改
善
、
生
産
コ
ス
ト
削
減
や

乳
質
改
善
、
自
給
飼
料
増
産
な
ど
や
る

こ
と
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
で
す

ね
。
し
か
し
、
僕
た
ち
が
い
く
ら
現
場

で
努
力
し
て
も
牛
乳
の
消
費
は
増
え
る

で
し
ょ
う
か
？
当
た
り
前
の
こ
と
で
す

が
、
消
費
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
生
産

を
続
け
て
い
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

し
、
乳
価
も
上
が
る
こ
と
は
難
し
い
で

し
ょ
う
。

　

残
念
な
が
ら
、
ほ
と
ん
ど
の
消
費
者

の
皆
様
は
生
産
現
場
の
こ
と
を
知
り
ま

せ
ん
。
大
切
な
の
は
、
ま
ず
は
「
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
」
牛
乳
の
価
値
を
伝
え

る
だ
け
で
は
な
く
「
感
じ
て
も
ら
う
」

こ
と
だ
と
僕
は
思
う
ん
で
す
。

　

さ
て
…
こ
こ
ま
で
読
む
と
ど
ん
な
番

組
か
聴
き
た
く
な
り
ま
し
た
か
？
な
ん

と
番
組
で
は
毎
月
、
乳
代
精
算
書
の
中

身
も
公
開
し
て
い
ま
す
よ
！
気
に
な
り

ま
す
か
？
で
も
、
聴
い
て
も
ら
い
た
い

の
は
消
費
者
の
皆
様
で
目
的
は
消
費
拡

大
で
す
。だ
か
ら
、関
係
者
は
聴
か
な
い

で
く
だ
さ
い
。
恥
ず
か
し
い
の
で（
笑
）

赤
字
酪
農
家
が
で
き
る
こ
と

瀬
戸
内
市　

小
橋　

敏
行

 (

西
大
寺
事
務
所)

　

新
郎　

入
澤　

健
斗
さ
ん

新
婦　

入
澤　

愛
唯
さ
ん（
旧
姓　

水
上
）

　

健
斗
さ
ん
は
、
令
和
２
年
酪
農
大
学
校

を
卒
業
と
同
時
に
就
農
し
、
現
在
で
は
搾

乳
作
業
を
全
て
任
さ
れ
、
日
々
乳
質
向

上
・
乳
量
増
産
を
目
指
し
て
努
力
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

愛
唯
さ
ん
は
令
和
３
年
酪
農
大
学
校
を

卒
業
後
、入
澤
牧
場
に
就
職
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
二
人
は
酪
大
在
学
中
に
交
際
を
開
始

さ
れ
、
卒
業
後
も
入
澤
牧
場
で
片
時
も
離

れ
ず
い
つ
も
仲
良
く
作
業
さ
れ
て
い
る
姿

を
よ
く
見
か
け
て
い
ま
し
た
♡

　

９
月
18
日
、
蒜
山
地
区
共
進
会
当
日
に

入
籍
し
、
夜
の
慰
労
会
で
参
加
者
か
ら
多

く
の
暖
か
い
祝
福
を
受
け
ら
れ
、
健
斗
さ

ん
は
今
後
も
二
人
で
力
を
合
わ
せ
て
頑

張
っ
て
い
く
と
決
意
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
１
月
に
は
、
父
信
仁
さ
ん
か

ら
の
経
営
移
譲
を
計
画
さ
れ
て
お
り
、
今

後
は
経
営
者
と
し

て
の
責
務
も
担
い

な
が
ら
牧
場
を
盛

り
立
て
て
い
か
れ

る
こ
と
と
思
い
ま

す
。

　

お
二
人
の
今
後

ま
す
ま
す
の
ご
活

躍
と
、
末
永
い
お

幸
せ
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
！

（
一
財
）お
か
ら
く
教
育
振
興
会
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事

報

理

会

告

　

９
月
30
日
、
第
２
９
０
回
理
事
会
を
理

事
９
名
、
監
事
３
名
が
出
席
し
、
開
催
し

た
。

　

檜
尾
組
合
長
よ
り
酪
農
一
般
情
勢
等
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
次
の
事
項
を
協
議
し
、
決
定

し
た
。

○
令
和
６
年
度
生
乳
需
給
安
定
化
対
策
に

つ
い
て

　

令
和
６
年
度
８
月
の
生
乳
需
給
安
定
化

対
策
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
報
告
し

た
。

○
出
資
減
口
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

　

減
資
申
し
込
み
が
１
件
あ
り
、
酪
農
中

止
に
よ
る
出
資
減
口
の
申
し
込
み
の
た

め
、
や
む
な
く
承
認
し
た
。

○
全
戸
巡
回
意
見
の
取
り
ま
と
め
に
つ
い

て

　

全
戸
巡
回
意
見
に
つ
い
て
協
議
し
、
意

見
を
取
り
ま
と
め
、
11
月
を
目
途
に
組
合

員
に
回
答
す
る
こ
と
を
承
認
し
た
。

○
就
業
規
則
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　

職
員
就
業
規
則
等
の
改
正
に
つ
い
て
協

議
し
、
承
認
し
た
。

お
　
　
礼

　

こ
の
た
び
、
真
庭
市　

入
澤　

健
斗
様
、
入
澤　

愛
唯
様
よ
り
結
婚
祝
い
返
礼

金
と
し
て
、
倉
敷
市　

山
川　

秀
司
様
よ
り
見
舞
返
礼
金
と
し
て
、（
一
財
）
お

か
ら
く
教
育
振
興
会
に
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

事
業
主
旨
に
従
い
、
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○
電
磁
流
量
計
の
発
注
に
つ
い
て

　

電
磁
流
量
計
の
発
注
に
つ
い
て
内
容
を

確
認
し
、
発
注
す
る
こ
と
を
承
認
し
た
。

○
報
告
事
項

　

定
例
監
事
監
査
の
日
程
に
つ
い
て
、
未

収
金
利
息
の
免
除
に
つ
い
て
、
お
か
や
ま

ミ
ル
ク
フ
ェ
ア
実
施
概
要
に
つ
い
て
報
告

し
た
。

　

10
月
31
日
、「
美
作
青
年
部
・
女
性
部

交
流
会
」
が
奈
義
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
交
流
会
で
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
を
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
美
作
女

性
部
５
人
、
美
作
青
年
部
８
人
の
13
人
で

し
た
。
は
じ
め
に
美
作
青
年
部　

中
村
委

員
長
か
ら
「
連
日
の
雨
か
ら
一
転
、
今
日

は
晴
れ
て
良
か
っ
た
で
す
。
良
い
交
流
の

場
と
し
て
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。
３
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
コ
ー
ス
を

回
り
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
方
も
お

り
、
最
初
は
ぎ
こ
ち
な
か
っ
た
動
き
も
終

了
ま
じ
か
に
は
プ
ロ
並
み
の
腕
を
ご
披
露

し
て
い
ま
し
た
。
秋
晴
れ
の
好
天
の
下

で
、
天
気
の
よ
う
に
笑
顔
と
笑
い
に
包
ま

れ
た
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

終
了
後
、
昼
食
を
食
べ
な
が
ら
酪
青
研

で
発
表
さ
れ
ま
す
小
村
拓
矢
さ
ん
の
プ
レ

ゼ
ン
が
あ
り
、
就
農
し
て
か
ら
現
在
ま
で

の
こ
と
を
と
て
も
分
か
り
や
す
く
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
発
表
後
は
拍
手
が
沸
き
起
こ

り
ま
し
た
。

　

最
後
に
美
作
女
性
部　

福
田
委
員
長
よ

り
「
今
日
は
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
今
後

と
も
青
年
部
・
女
性
部
の
活
動
に
積
極
的

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
」
と
笑
顔
で
締
め
く

く
ら
れ
ま
し
た
。

（
津
山
事
務
所
）

美
作
青
年
部
・
女
性
部
交
流
会
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生乳販売量（令和6年度）

6，５００

7，0００

7，５００

8，０００

8，５００
ｔ

購買取扱数量（令和6年度）生乳販売量（令和5年度） 購買取扱数量（令和5年度）

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３
4，5００

5，0００

5，５００

6，0００

6，５００
ｔ

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

お か ら く 事 業 実 績

1t＝0.0281t＝0.028

生　乳　統　計 ※中央酪農会議速報より抜粋

全 国

岡山県

北海道

月

９

９
４～９

４～９
９

用　途　別　処　理　量（トン)
飲用乳等向け 乳製品等向け そ　の　他

前　年　比（％)
生　産 飲　用 その他地 域 生産量（トン) 乳製品

５３５,５５１
３,４１８,１７５

６,６５６
４５,２５８
３１８,４３３

,

２９０,９２９
１,７０４,９６２

６,５１７
４２,６１１
８３,６８８

１０９,７８４
８５３,７２９

６９
２,１４０

１０４,０３６

１３４,８３８
８５９,４３５

７０
５０６

１３６,３５０

100.4 
99.6 
94.8 
98.3 
102.4 

96.9 
97.2 
95.1 
96.6 
97.3 

120.5 
104.0 
71.9 
157.1 
120.2 

94.5 
100.0 
95.9 
96.4 
100.0 

4,700

4,654

6,656

7,019

　

10
月
に
つ
い
て
は
、
年
明
け
分
娩
が
出
回
り
の
中
心
と
な
り
、
残
暑
が
緩
和
さ
れ
た

も
の
の
、
暑
熱
期
事
故
等
の
代
替
な
ど
の
更
新
需
要
が
限
定
的
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

平
均
価
格
は
税
込
43
万
７
千
円
（
前
月
比
１
千
円
高
・
前
年
比
７
千
円
高
）
と
ほ
ぼ
横

ば
い
で
推
移
し
た
。

　

11
月
に
つ
い
て
は
、
１
～
２
月
分
娩
が
出
回
り
の
中
心
と
な
り
、
更
新
需
要
を
中
心

に
一
定
の
引
き
合
い
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
相
場
は
強
含
み
で
推
移
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。

北
海
道
初
妊
牛
価
格

主な行事
11月

６日　定例監事監査（～７日）

９日　おかやまミルクフェア2024

12日　酪青研全国大会（～13日）

14日　酪友フォーラム（～15日）

22日　管理職会議

28日　理事会

12月

３日　岡山県条例検査（～４日）

５日　全酪団体協管内視察研修

20日　管理職会議

25日　理事会

27日　仕事納め
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